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一方,社 会における歯科界の主たる役割が,口
腔領域を中心とした健康管理にあることは言 うま
でもない。しかし,多様化す る社会のニーズに対
応 して,歯 科界にも近年新たな役割が求め られ る
ようになって来た。それが虐待の防止や歯科的個
人識別であり,法歯学はこれらの一翼を担 う学問
である。虐待の早期発見 と防止については,他 の
機会に書かせて頂 くこととし,こ こでは特に大規
模災害時の歯科的個人識別に焦点を当て筆 を進め
ていく。
よく 「歯型 による身元確認」 とい う文言 を目や
耳 にする。 しかし,こ の 「歯型による身元確認」
とは,メ ディアが造 りだした悪 しき造語 といわざ
るを得 ない。「歯型」 とい う言葉は,昭 和33年に
施行 された国家公安委員会規則第4号の死体取扱
規則第6条 に記載 された,「歯がの形状」か ら派
生 してで きた言葉 と思われ るが,「歯型」 とは取
りも直 さず歯の型であり,こ こから判 り得る項 目
は極めて少ない。すなわち,そ の歯が人間のもの
か動物のものかのいわゆる人獣鑑別,そ して,人
間の歯だとすればその歯種がわかる程度でしかな
い。 しか し,これ までの多くの事例や成書1～6)を
通じて も,歯から 「人種」 「社会経済状態」「性別」
「年齢」「習癖」「風習」 「血液型」「DNA型」 「そ
の他の口腔領域の特徴」を提示 し,場合によって
は公開捜査等によって,身 元 を特定 し得 ることが
判明している。とすれば,「歯型」 とい う文言は
適切ではなく,歯髄,口 蓋縫合,口 腔粘膜,歯 槽
骨,舌 等をも含んだ 「歯科所見」あるいは 「口腔
内所見」という文言がより適切であると言 える。
現在法歯学を純然たる生業 とするものは,世 界
中で著者を含め僅か20名にも満 たない と言える。
それは,法 歯学を講座 として有する大学が,世 界
においても日本の3大 学,す なわち,東 京歯科大
学,日 本大学歯学部,そ して神奈川歯科大学のみ
であり,これに近年開設 された3研 究室(日 本歯
科大学,明 海大学歯学部,鶴 見大学歯学部)を 加
えて も,そ の有給職員数が20名にも満たないか
らである。
本稿では,そ の法歯学の概要 と大規模災害時を
中心とした活動内容についてご紹介させて頂 く。
法歯学が法医学から派生 した学問であり,互 い
に共通部分 を多く有 していることに間違いはない
が,法 歯学 は,1979年のFDI(国際歯科連 盟)
総会 において,「歯科医学の知識および研究成果
を応用し,法律上,裁 判上必要な歯科領域の証拠
を検査 ・処理 し,正 当な評価 を行い提示すること
を目的とした学問」 と定義付 られてお り,法医学
と法歯学はそれぞれ別の学問体系 をもった異なる
学問であると言わ ざるを得 ない。 しか しなが ら,
未だに,歯科医師免許 を有 したものが法医学を学
ぶことによって,法 歯学を修めたと誤解 されてい
ることは,歯 科医師が外科を学んだとしても,即
口腔外科 を修めたことにはならないの と同義であ
り,法歯学に携わ る者 にとって,い ささか忸怩た
る思いがあることは否めない。
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がその情報を提供 したとしても,DNA型 を周知
している人間がほとんどいないため,該 当者を探
し出す公開捜査等が有用性を発揮 しないのに対 し,
歯科所見は,歯 並びや義歯の特徴,あ るいは治療
痕等の情報提供をす ることによって,該 当すると
思われる人物の情報を得 られ る可能性があるか ら
に他な らない。
今1つ の風潮 は,ご遺体の顔貌にほとんど損傷
が認められない ものが多かったため,「見ればわ
かるだろう」 というものであった。 しか しこの油
断がご遺体の取 り違えを招いた事実(図1)は,
例 え顔貌か らの識別が可能 と思われても,特殊な
環境と動揺の中では,や はり確実な識別の根拠 と
なる歯科所見やDNA採 取が必須であることを改
めて示唆したものと思われる。
2.福 島第8期2011.5.4～5.11
自衛隊の撤収に伴 う自衛隊歯科医官の引き上げ
の後 を受け,派 遣登録者 もやや少なかったことか
ら,変 則的なシフ トで5月4日 か ら11日までの
急遽の派遣となった。出発に際 しては,東 京歯科
大学歯科放射線学講座のご厚意で,ポ ケ ット線量
計を貸与 して頂いた。
実質の作業は5月5日 から10日までの6日 間
で,南 相馬市スポーツセンターならびに相馬市ア
ル プス電気工場跡で作業 に従事 し,計30体のご
遺体の歯科所見を採取すると共に,6例 の異同識
別を実施,う ち4例 の身元 を特定 した。
福島県での個人識別作業は,上 述 したごとく,
南相馬 と相馬の2か 所の遺体安置所で実施 された
が,全 てのご遺体の腐乱が激 しかったため,歯 科
所見やDNA分 析の必要性が周知 され,む しろ歯
科医師にとっては理解 ある環境での作業 となった。
また両安置所が宿泊所か ら近 く,移動に時間を要
しない点でも宮城県での作業 と比べ極めて恵 まれ
ていたと言える。ただ,著者以外の作業パー トナー
となる歯科医師が 日替わ りであった り,作業経験
の有無も様々であったとい う点で多少の難はあっ
たものの,奥 羽大学,福 島県歯科医師会の諸先生
との良好な連携の元に,円 滑な作業 を進めること
がで きた。
3.岩 手第17期2011.6.18～6.25
岩手県への派遣は,発 災から3か 月余を経過 し
一方 「身元」 という概念も日本独特の概念の1
つと言ってよい。日本では早期から戸籍制度はも
とより原籍簿までが残 されている。 あるいは家系
図,人 別帳といったものも,日本人が身元という
ものにこだわる表れの1つ であろう。英語では「身
元 確 認 」 に該 当 す る用 語 と して 「Personal
Identification」が用い られてお り,こ れを和訳
すれば 「個人識別」という単語になる。 したがっ
て本来は 「歯型か らの身元確認」ではな く,「歯
科的個人識別」 という文言がグローバルな観点か
らみれば適切な表現 となる。
そして,こ の歯科的個人識別がその威力 を大い
に発揮 した,と い うよりは発揮せ ざるを得なかっ
たのが,2011年3月11日に発災 した東 日本大震
災である。
東日本大震災における活動
東 日本大震災は広域にわたり特に津波 による甚
大な被害 をもたらしたが,著 者は結果的に,そ の
中でも特に被害の大きかった,岩 手県,宮 城県,
福島県の3県 に派遣 された唯一の歯科医師となり,
大変貴重な経験をさせて頂いた。詳細については
他誌に執筆7)しているので,そ ちらをご参照願 う
ものとし,本稿ではその概略を記させて頂 く。
1.宮城第1期(日 本法医学会の派遣区分名称
による)2011.3.13～3.19
発災翌 日の2011年3月12日,著者 と講座の中
村助教は,警 察庁 か らの派遣要請を受 け,3月
13日より宮城県への第1陣として個人識別作業の
支援に入 り,14日よ り18日まで,東 松島市民体
育館,東 松島高校体育館ならびに石巻西高校体育
館 において作業 に従事。計104体の歯科所見採取
を実施 し,3月19日に帰京 した。
著者 らが宮城県内に入った当初 は,大 きく2つ
の風潮が流れていた。1つ は,歯 科医師が歯科所
見を採取 しても,比較すべき生前情報としての診
療録や レントゲン写真の多 くが津波 によって流失
してしまっている以上,所 見採取は無意味ではな
いか,と いうものであった。 しかし,これは全く
の逆である。むしろ比較すべき生前情報がない時
ほど,よ り詳細かつ正確にご遺体の歯科所見を採
取 しておかなければならない。これは,DNA型
身元の特定を目的としている。換言すれば,前 者
が現存する歯の健康状態 を検査の主眼とするのに
対 し,後者は残存歯と欠如歯の歯数と部位を正確
に記録す ることが主 目的である。何故な らば32
本の歯において歯の存在,欠 如の組み合わせ は2
の32乗,すなわち約43億通 りに も及ぶか らに他
ならない。そして残存歯 と欠如歯 とを正確に記録
す るために必要な三種の神器が「口腔内写真撮影」
「レントゲン写真撮影」「メモとしてのデ ンタル
チャー ト(DC)の採取」である。
詳細は成書6)をご参照賜 りたいが,欠 如か埋伏
かはレントゲン所見により初めて判明することで
あり,ポ ンテ ィックか存存歯かの判別 もレン トゲ
ン所見により見落 とすことがな くなる。また,遺
体サイ ドで充填物や補綴物の形態を見落とす こと
なく正確 に描写 しようとすれば,多 くの時間を費
やす こととなるが,口 腔内写真を撮影 しておけば,
遺体サイ ドを離れた落ち着いた環境で,デ スク
ワークとして描写をす ることが可能 となる。すな
わち,遺 体サイ ドで採取するDCは,あ くまで後
に清書する際のメモとしてのDCで あり,遺体サ
イ ドで全ての所見が正確 に記載 されたDCを 作成
することは,時 間的にも精度の上で も極めて困難
ており,その間に法歯学関係者による独 自のネッ
トワークで あるForensic Odontology Network8)
のMLに よる情 報交換や,先 の派遣者 か らの十
分な情報 を得た上での出発 となった。 この点,ほ
とんど情報らしい情報が事前に得 られなかった宮
城第1期の派遣と比較 し,機 材や装備 を含め十分
な態勢で作業に臨むことが可能となり,確実な情
報入手の重要性 を改めて痛感させ られた。
今期の岩手県派遣においては,ご 遺体所見採取
数は計10体と少 なかったものの,福 島第8期 よ
りもさらに損傷が激 しく,比較的珍 しい死蝋化や
ミイラ化を含む晩期死体現象を呈 したご遺体であ
り,DNA採取用の爪 も脱落 した事例 が多かった
ことから,歯科所見の有用性がさらに強調された
ものと思われる。
大規模災害時における個人識別作業の留意点
1.ご遺体の口腔内所見採取における3種 の神
器
ご遺体の歯科所見採取は歯科検診 とはその 目的
を異にする。すなわち,歯科検診が疾病等の早期
発見 ・早期治療 ・保健教育 を主たる目的とす るの
に対 し,ご遺体の歯科所見採取は言 うまで もなく
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である。大規模災害時のように多数のご遺体が発
生 した時ほど,こ れ らの3種 の神器で所見を採取
し,こ れ らを総合 した完全 な死後記録 としての
DCをデスクワークで作成することが極めて重要
であると言える。
2.歯科医師2人1組 での作業
特に大規模災害時における歯科所見採取は,取
り違 えを防ぐため,よ り正確な所見を採取すべ く
歯科医師2人1組 となることが基本である。
この理由は,誤 記載を防ぐためのダブルチェッ
クと感染の予防にある。但 しここで言 うダブル
チェックとは,2回 所見を見直す こと9)ではなく,
所見を2人,す なわち4つ の目で確認す ることを
指す。1つ の所見を1人 の 目で2回 みても,そ こ
には思い込み等が作用し,間違いに気付かないこ
ともしば しばであり,これを別の人間の2つ の目
で見 ることによって誤記録 を防 ぐの がダブル
チェックである。
また,ご 遺体がウィルス等に感染 していないと
いう保証は何 もない。万一手袋をした手でウィル
スに感染 したご遺体に触れ,そ の手袋をしたまま
DC用紙等を持てば,ウ ィルスはご遺体か ら手袋,
手袋からDC用 紙へと感染 し,さ らにこのDCか
ら感染を広 げていくという恐 ろしい2次 災害を招
いて しまう。これ を防ぐためには2人1組 となっ
て作業をし,手袋をしてご遺体の所見を採取 した
者は他の清潔域 には絶対に触れない,DCに 記録
するものは素手で記録をし,ご遺体やご遺体に触
れたものには絶対に触れない ことを励行すれば,
自ずと2次感染という災害を防ぐことが出来るの
である。
先の東 日本大震災を教訓として,よ うや く国も
法歯学教育の強化に力 を入れ始めている。本年4
月に出された歯科医師国家試験制度改善検討部会
の報告書の中で,法 歯学 に関する出題の充実や,
5月に実施 された文部科学省の歯科法医学に関す
る教育研究の実施状況調査 もその表れであろう。
あってはならない事だが,こ の先に起 こり得る大
規模災害時に間に合 うよう,法歯学が広 く普及 さ
れることを祈念 して本稿を閉じさせて頂く。
